特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　６月３０日　３６２号
オオムラサキ成虫調査　２６日　今年も発見できず　
今年は何としても成虫の発見しようと取り組みを早め、バナナの取り付けやコースの草刈りを行いました。ある人はパイナップルを取り付け毎日観察に出かけて戴くなど、苦労して戴いた。ゲンジやカナ、ジャノメチョウやムカデも来ていたようです。この日は梅雨の最中でも中休みで暑さや日差しは真夏を思わせるような天候でした。かねての予定コースを歩きましたが、目指すオオムラサキの姿を発見できませんでした。金田さんが若い頃採取され、大切に保存しているオオムラサキの標本を持参して戴き、直接生きたものは観察できませんでしたが、紫に白い斑点の実物を目の前にすることが出来ました。何としても成虫の発見を目指してきましたが、近いうちに必ず成蝶発見をと誓い合ってこの日の観察会を終わりました。終わるにあたってサツマイモ苗を植え付けた復旧田を案内しました。良くこれだけ回復出来たものだと感心されていました。秋が楽しみです。
2４日　　サツマイモ300本　植付け根ずきました　7人が参加
昨年から休耕田の復旧作業を積み重ね、いよいよサツマイモの苗を300本植付けました。3日前までは予想を超える雨が降り続き、耕運機による掘り返し作業は思うように進みませんでしたが、なんとか耕運機を運転して畝と溝が出来あがり、畝の天端を細かく土を砕き芋苗を植え付けました。水を流す溝が出来たところは順調に耕運機が動きますが、水気の多いところでは思うように進まず、自力走行はできなくなり、人手の助けが必要となります。耕運機の運転手と助手、溝の土揚げ、植え付け溝の整地、畔の草刈りなど様々な作業をそれぞれが取り組み見違えるような田園風景がよみがえりました。芋の植え付けを決めてから水を排出する溝の掘削、畔の草刈り、田地の耕し、野草の刈り倒し、通路の草刈り、排水路の堆積土砂の取り除き等これでもか、これでもかと次々と作業が目の前に浮かび上がってきます。この付近は10年前は立派な田んぼで多くの人たちが様々な形で水田を営んでおられました。この人々が通路や水路の管理等共同使用をする所を集団で保守管理をされていました。現在一部が復旧しましたが、共同管理をしてこられた場所を我々だけの人手で回復させようとしています。田んぼの復旧ですが大変な人手がかかり、やっとここまでこぎつけましたこれからも芋作り場所の管理に加えて共同管理をしてきた通路や水路の保守管理が伴ってくるのですからこれからがさらに大変だと思います。多くの皆さんのご協力を大いに期待しています。よろしくお願いいたします。
水辺安全講習会　22日　午後1時30分～17時30分　里山の会から１０名受講
淀川河川事務所が主催で行われました。この日は30名を超える皆さんが参加され、里山の会からは10名が受講しました。最初の自己紹介では、川や水辺での取り組みでヒヤリハットを述べることが義務付けられて、発言に出席者が耳を傾けました。かなりの皆さんがマムシや、水に流された経験がかなり多くありました。約4時間に及ぶ講義でしたが適当に休憩があり、ひきつける内容でしたので苦労も無く長い時間でしたが集中できました。川の危険個所を映画から見つける時間や、グループワークでは判例をもとにして下見や注意、監視、その他の項目について課題と対策について議論し、全体で発表しました。この判例では、子ども会のハイキングの取組で飯合炊爨が終わった後に三年生の小学生が水死した事故についてでした。結論は3000万円の賠償で、子どもが指示を守らなかったので、80％の過失責任が死亡した本人にあるとされたものでした。この学習会で、里山の会として合点するところが多くありました。また、あらためて危険個所の認識の必要、対策、監視体制の強化について学びました。29日の事務局会議の出席者15人全員が講習会報告をもとに感想を述べ合いました。　

京の七夕まつり　昨年と同じ4商店街から注文が届く
7月29日、30日、8月2日ごろに納品予定で4商店街への笹竹の提供となります。納品当日の早朝の切り出しを考えています。昨年より取り組みに参加する商店街が増えて、盛んになってきました。私たちもこの取り組みに関わらせていただき成功へのお手伝いが出来ることは楽しく、うれしいことです。去年からの取組でしたが、今年の夏が待ち遠しいといった声がでています。
黒豆の植付け　7月4日朝から実施　　（種豆の提供・・藤田さん）　事務所8時30分出発
芋の植え付けをした残地に黒豆を植えることになりました。せっかく開墾した土地をそのまま放置することはもったいないので何とか活用しましょうと話合ったところ、黒豆の種が余っているので、提供すると藤田さんからありました。雑草対策が大変ですが、味噌作りに活用する手もあるのではないかと言った積極的な賛同がありました。まだ植付けもできていないのに期待が膨らみます。そこで早速耕し、畝を作って、種をまくことにしました。皆さんよろしかった一緒に畝を作りませんか。鍬を一丁持って集まって下さい。
京都木津川マラソン本部会場　草刈り　コツコツと
ここ毎年本部会場では雑草が生い茂る面積が広くなって、排水対策と併せて管理がどんどん大変になってきています。コースと本部会場の管理を受け持っている里山の会では、苦労してきました。城陽の岡本さんがコツコツと連日草刈りを続けていただき早くも半分程度の草刈りを実行して戴いています。暑さが厳しくなってくるこの季節体に気を付けてお願い致します。ありがとう。
NPO活動年度報告書の提出完了

NPO団体は、年間活動報告書の提出を京都府に義務付けられています。深田新理事長が書類作成を一手に引き受けて法務局への理事変更手続き、京都府への活動報告書の提出に大奮闘をいただきました。引続き会員名簿の管理活用に取り組んで戴いています。
第15回里山講演会　講師決まる
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター

福島原子力発電所で何が起きているか　京都南部では大丈夫か？
皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。

講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/


















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

